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表紙

名古屋大学豊田講堂

　1960 年に竣工したモダニズム建築の代表作である講
堂を，市民交流の拠点として再生する方針の下，建設当
時と同じ建築主，設計者，施工者によるチームワークに
より，再生を図ったものである。特に杉板本実型枠コン
クリート打放しの復元は，「コンクリート打放し」を意
匠的特徴とするモダニズム建築の新たな再生手法として
評価される。本建築物は，第 13 回公共建築賞・特別賞
を受賞している。関連記事 52 頁。
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